
東福保育園 3歳児

年間テーマ

探求テーマ　　 2024年 2月 21日（金）

子どもの姿

「問い」を考える

活動をデザインする

環境をデザインする

小グループを構成する

振り返り

四季を通じて身近な自然に触れ、様々な遊びにつなげていく

氷を作ってみよう

子どもの言葉・姿 写真

・先月の探求で氷に触れて、冷たかったり溶けたりするこ

とに気づく。

・氷を透かして見たりしている。

氷ができているのを見つける子どもたち。

Ｂくん：あった！（嬉しそうに保育士や友だちに氷を見せ

る）

Ｄくん：（氷のカップを見ながら）全部凍ってるじゃん！

Ｂくん：（指で触りながら）どうやってと取るの？

Ｃくん：わかる！（カップを押すと氷が取れる）

Ｂくん：（Ｃくんが取ってくれた氷を嬉しそうに持つ）

Ａくん：剥けた！（Ｃ訓が取ったのを見て自分でもカップ

を押して取る）

　　　　先生！見て見て！

それぞれの子が氷を楽しむ

Ｂくん：前回、透けて見えることに気づいた子。今回も透

かして嬉しそうに見る。

Ｃくん：（たくさん氷を触った後）かゆいかゆい！

保育士がなんで痒いんだろう？と声をかけると

Ｃくん：寒いから！

Ａくん：自分で砂場の皿を取りに行き、そこに氷を入れて

見たり触って楽しむ。

真ん中に穴が開いていたので、なんで穴が空いてるんだろ

う？と保育士が声をかけると

Ａくん：跡じゃない？カップの

Eちゃん：先生見て、、すぐ溶けっちゃった、、（カップの

中で水になってしまい悲しそうに見せる）

・氷は何からできているか。

・どうして冷たいのか。

・冬の寒さに気づけるような声かけをする。

・どんぐり公園を散策して、霜柱などの自然の中の氷の形

に気づけるようにする。

・園のまわりで寒い場所はどこかを一緒に考える。

・氷を入れる器を用意する。

・興味を持った子どもたちを誘って行う。

・前回は、1人で見たり触ったりしながら楽しむが、今回は

自分たちで作った氷だったので、氷ができているのを見つ

けると保育士や他のクラスの友だちなど色々な人に嬉しそ

うに見せたり教える姿が多かった。また、見て楽しんだ後

にはおままごとに使ったりと氷を使った遊びを楽しむ子も

いた。

・寒いからかゆくなる、溶けると水になるなど氷の性質を

分かって話す子も何人かいた。

・遊んで少し経つと自分たちでカップを水道のところまで

持って行き、「もう1回氷作る！」と自分たちで意気込んで

いたので、また氷作りを楽しみたいと思う。遊びに使う子

もいたので、水の中に植物を入れたりと遊びにもつながる

工夫をしながら楽しみたいと思った。


